
 
 

平成20年2月の日本海高波浪に関する技術検討委員会（第1回） 
 

議事次第 
 

 
日時：平成 20年 3月 17日（月）13時00分～15時 00分 
場所：三番町共用会議室（三番町大会議室） 

千代田区九段南2-1-5 
 
 
 
１ 主催者あいさつ 
 
２ 委員の紹介 
 
３ 委員長の互選 
 
４ 委員長挨拶 
 
５ 議事 
 
（１）委員会での検討内容等について（資料１） 
 
（２）漁業地域における被害状況について（資料２） 
  
（３）今回の気象及び高波浪の特性について（資料３） 
 
（４）被災沖波の推定と今後の高波浪特性検討方針について（資料４、５） 
 
（５）その他 
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資料１ 
 
平成２０年２月の日本海高波浪に関する技術検討委員会 

 
 
 
Ⅰ 委員会の設置目的 
 

平成２０年２月２３日から２４日にかけて、強い冬型の低気圧により北日本
から西日本にかけての日本海側に激しい高波浪が発生し、特に、新潟県及び
富山県で漁港施設・漁港海岸保全施設の被災や越波等による漁船や背後の
家屋の被災、死者・負傷者が生じる惨事となった。 
 今回の災害は、北海道西方沖で低気圧が停滞し、長時間にわたって強い風
が吹き続けたことなどの特殊な気象条件により、一部では「寄り回り波」ともい
われる通常とは違った複雑な高波浪が発生したことに起因すると考えられて
いる。 
 このため、学識経験者等から構成される「平成２０年２月の日本海高波浪に
関する技術検討委員会」を新潟県及び富山県と合同で設置し、今回の波の特
性や漁港施設等の被災原因を明らかにすることにより、今後の適切な災害復
旧及び漁港施設等の整備に反映させることを目的とする。 

 

 

Ⅱ 「日本海高波浪に関する技術検討委員会」検討内容とスケジュール 

 

1．漁業地域における被害状況について 

２．今回の気象及び高波浪の特性について  

３．被災時波浪の推定と今後の高波浪特性検討方針について 

4．高波浪のメカニズム及び被災要因の解明について 

（中間とりまとめ） 

５．漁港施設等の設計上の留意事項の検討について 

（委員会とりまとめ） 

第１回委員会 

第２回委員会 

第３回委員会 

３月１７日 

４月中旬 



 

 

 

 

 

 

 

資料２ 漁業地域における被害状況 



 

 

■富山県の被害状況 

 

（富山県ホームページ；富山防災 WEB より 3/12 18:00 現在） 
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平成20年2月24日の高波による被害状況 富山県

［水産関係被害状況］ （平成20年3月14日 10:00 現在）

応急対策
県 営 宮崎 構内道路 道路損壊  L=200m 堆積土除去のうえ、通行確保

泊地、航路 土砂堆積　V=600m3

滑川 離岸堤 消波ブロック沈下  L=500m

緩傾斜護岸 排水路吐口損壊  1箇所

緩傾斜護岸 陸側歩道舗装面隆起  L＝20m 復旧済み

新湊 東地区防波堤 堤防損壊  L=50m

東地区防波堤 消波ブロック沈下  L=70m

西地区防波堤 消波ブロック沈下  L=400m

西地区沖防波堤 消波ブロック沈下  L=100m

氷見 護岸 消波ブロック沈下  L=20m

市町営 入善 緩傾斜護岸 護岸損壊  L=660m 護岸開口部を土のうとコンク
リートブロックで補強

離岸堤・潜堤 消波ブロック沈下  L=770m

防波堤 消波ブロック沈下 L=50m

集落排水施設 排水管損壊   L=70m
排水管閉塞　 L=2000m

応急復旧完了

集落環境施設 公園、防火水槽等  破損

構内道路 舗装はく離  L=20m

泊地、航路 土砂堆積

石田 ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅ 釣り桟橋木製ﾃﾞｯｷ破損 A=20㎡

経田 泊地、航路 土砂堆積 V=2,500m3 復旧済み

朝日町  個人用船小屋　　全壊　3件 　一部損壊　11件（船揚げ機等破損　3件　被害金額調査中）

入善町 個人用漁具倉庫　全壊　3件

黒部市 民間水産会社漁具倉庫壁損壊・海水土砂流入　1件

富山市 焼却施設(使用停止中)シャッター破損　1件

高岡市 個人用漁具倉庫　　全壊　5件　　半壊　5件

射水市 養殖施設取水管取水障害　1件

漁
船

破損60隻、転覆6隻  計66隻

定置網　全損4件、一部損壊11件　 計15件

刺網等　流失　 計45件

（富山県水産漁港課資料）
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（富山県ホームページ；富山防災 WEB より 3/12 18:00 現在） 
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（富山県ホームページ；富山防災 WEB より 3/12 18:00 現在） 
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■新潟県の被害状況 

 
（新潟県ホームページ；暴風による被害状況より 3/14 15:00 現在） 
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（新潟県ホームページ；暴風による被害状況より 3/14 15:00 現在） 
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平成20年2月24日の高波による被害状況 新潟県

［水産関係被害状況］ （平成20年3月14日 15:00 現在）

応急対策
県 営 鷲崎 東防波堤 防波堤損壊　L=280m 仮消波堤、仮堤防設置

船揚場 船揚場損壊　L=100m

-3.0m岸壁 エプロン損壊　L=9m

水津 北防波堤 防波堤損壊　L=285m 仮防波堤、仮堤防設置

第2沖防波堤 防波堤損壊　L=85m

船揚場 ブロック移動　L=90m L=30mを応急復旧

-3.0m岸壁 エプロン沈下　L=45m 応急復旧を実施

-2.0m物揚場 エプロン沈下　L=95m

-3.0m泊地 漁網等による泊地埋塞　V=1500m3 漂着物等除去

間瀬 西防波堤 消波ブロック沈下　L=15m

能生 突堤 捨石飛散　L=20m

市町村営 北小浦 北防波堤 防波堤損壊　L=220m 仮消波堤を検討

臨港道路 舗装、側溝損壊　L=23m 応急復旧を実施

臨港道路 側溝損壊　L=26m

-3.0m岸壁 エプロン損壊　L=50m

標識灯 簡易標識飛散　N=1基

関 -2.5m物揚場 エプロン沈下　L=30m

臨港道路 路肩欠壊　L=50m

黒姫 標識灯 簡易標識飛散　N=1基

釜谷 標識灯 簡易標識飛散　N=1基

漁船破損、流失　266隻以上

漁協施設等　40件以上

漁具等　60経営体以上

養殖施設　50経営体以上

（新潟県漁港課、水産課資料）
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岩屋漁港

野牛漁港

大畑漁港

木野部漁港海岸

平沢漁港

飛島漁港

釜谷漁港

　　　鷲崎漁港
　　北小浦漁港
　黒姫漁港
 関漁港

　　水津漁港
　間瀬漁港
能勢漁港海岸

　　　　宮崎漁港
　　　入善漁港・漁港海岸
　　滑川漁港海岸
　新湊漁港
氷見漁港

　　　　松波漁港
　　　 比那漁港
　　  白丸漁港海岸
　   小浦漁港
  　前波漁港
 　古君漁港海岸
　前波漁港
 黒崎漁港
東浜漁港

　瀬崎漁港
鳥井漁港

船磯漁港
 余部漁港
  香住漁港

 高浜漁港海岸
島陰漁港

浦島漁港
 泊漁港

注）　　印は、被災した漁港および漁港海岸の位置
        印は、特に被害が大きかったところ

水産関係被害（平成２０年３月１３日１５時現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁港等の防波堤・護岸線の損壊 北海道、青森県、

３８漁港・漁港海岸 岩手県、秋田県、

漁業用施設 山形県、新潟県、

共同利用施設 富山県、石川県、

漁業集落環境施設 福井県、静岡県、

漁船の転覆・破損等 京都府、和歌山県、

漁具(定置網） 鳥取県、島根県、

水産物 山口県

その他

主な被害 被害地域

　　

５３経営体

６施設

８１箇所

２５ヶ統

４２７隻

１施設

２７施設

主な被害の内訳

１隻 　

山口県 　 ４５隻 ３ヶ統

静岡県 　

　

島根県 ２ヶ所 ２９隻 　

鳥取県 １ヶ所

４施設 ８隻 ５ヶ統

兵庫県 ２ヶ所 　

京都府 ３ヶ所

１施設 ５１隻 ４ヶ統

福井県 １ヶ所 ３隻 　

石川県 ７ヶ所 ２ヶ所 １施設

２０施設 ２６３隻 １３ヶ統

富山県 ４ヶ所 ２ヶ所 １施設 ４５隻 　

新潟県 ７ヶ所 １ヶ所 ５施設

　 　

山形県 １ヶ所 ３施設 １３隻 　

秋田県 １ヶ所

　 ７隻 　

岩手県 １施設 　

青森県 ３ヶ所 １ヶ所 　

　 ３施設 ３隻 　

県別

北海道 　 　

漁港 漁港海岸 共同利用施設 漁船 漁具(定置網）漁業用施設

 山形県飛島漁港 24日  0時～6時頃

 新潟県鷲崎漁港

　 　　 　北小浦漁港

　　 　　 水津漁港

 富山県入善漁港

　 　　　 入善漁港海岸

 島根県瀬崎漁港 25日  2時～6時頃

漁港施設等の被災日時（地元からの聞き取り）

24日  6時頃

24日  6時～17時頃
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H20.2.24冬季風浪災害　主な被災状況　（鷲崎漁港）

岸壁の照明灯 打ち上げられた漁網（定置網）

災害発生当時の状況（左：防波堤に打ち寄せる高波　右：漁港内の状況）

280m

19



H20.2.24冬季風浪災害　主な被災状況　（水津漁港）

陸に打ち上げられた漁船 岸壁エプロン・照明灯の破損

災害発生当時の状況（左：防波堤に打ち寄せる高波　右：転覆した漁船）

85m

265m
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H20.2.24冬季風浪災害　主な被災状況　（北小浦漁港）

陸に打ち上げられた漁網・資材など 臨港道路の破損

220m

21



 1

 

 

 

 

 

資料３ 今回の気象及び高波浪の特性 



 1

１．１ 気象概況 
 22 日 21 時ごろ日本海で発生した低気圧が 24 日にかけて急速に発達しながら北日本を通

過した。三陸沖の海上にあった発達を続ける低気圧の影響で，冬型の気圧配置が強まり、

北日本と東日本の沿岸部を中心に 2 月としては記録的な非常に強い風が観測された。 
 海上では低気圧の発達に伴って 22 日から次第に波やうねりが高くなり、23 日から 25 日

にかけて日本海側の海上では大しけとなった。 
 また、冬型の気圧配置により強い寒気が流れ込んだため、西日本から北日本にかけての

広範囲で強い雪が降り大雪となった。 
 低気圧の経路と気圧の変化を図 1.1-1 に、地上天気図と気象衛星による雲画像を図

1.1-2(1)、(2)に示す。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-1 低気圧の経路と気圧の変化（気象庁） 
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図 1.1-2(1) 地上天気図と気象衛星（ひまわり 6 号）による雲画像（気象庁） 
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図 1.1-2(2) 地上天気図と気象衛星（ひまわり 6 号）による雲画像（気象庁） 
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2 月 23 日、24 日の風向・風速分布を図 1.1-3 に示す。富山県、新潟県の風況としては、

概ね北西からの風が卓越しており、佐渡をはじめ、新潟県では 20m/s を超える強風であっ

たことがわかる。 
 

 

図 1.1-3 2 月 23 日，24 日の風向・風速分布（気象庁） 
 

１．２ 波浪概況 

 気象庁が作成した沿岸波浪図を図 1.2-1 に示す。低気圧の接近に伴って次第に波が高くな

り、西日本の日本海側、東日本、北日本では 6m を超す大時化となった。 
 

 
図 1.2-1 沿岸波浪図（気象庁） 
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１．３ 近隣で観測された気象・海象の整理 

（１）観測風の整理 

富山県内の主要地点における最大風速、最大瞬間風速を表 1.3-1 に示す。 
 

表 1.3-1 富山県内における最大風速と最大瞬間風速 
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 次に、新潟県内の主要地点における最大風速、最大瞬間風速を表 1.3-2 に示す。 
 

表 1.3-2 新潟県内における最大風速と最大瞬間風速 
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次に、弾崎、粟島、泊における、風速・風向のグラフを図 1.3-1(1)～(3)に示す。 

 
 
 

弾崎

粟島

泊

田中

石田

 

 

風データ観測地点 
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図 1.3-1(1) 弾崎における風速・風向の変化図（気象庁 HP より） 
（上段；2008 年 2 月 23 日，下段；2008 年 2 月 24 日） 
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図 1.3-1(2) 粟島における風速・風向の変化図（気象庁 HP より） 
（上段；2008 年 2 月 23 日，下段；2008 年 2 月 24 日） 
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図 1.3-1(3) 泊における風速・風向の変化図（気象庁 HP より） 
（上段；2008 年 2 月 23 日，下段；2008 年 2 月 24 日） 
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次に、田中観測所、石田観測所（どちらも河川局提供）の風データを以下に示した。陸

地の影響を受けている可能性もあるが、被災時には 10～15m/s 程度の北西風が吹いていた

ことがわかる。 
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（１）田中観測データ 
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（２）石田観測データ 

図 1.3-2 田中、石田における風速・風向の変化図（河川局より） 
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（２）観測潮位の整理 

 観測潮位については、佐渡（気象庁）、富山（気象庁）、新潟西（港湾局）、伏木富山（港

湾局）の観測データを以下に整理した。 

 

 

 

佐渡

新潟西

伏木富山

富山

 

使用した潮位データ観測地点 
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先ず、佐渡、富山の潮位、潮位偏差について示す。いずれの地点も、被災時期に潮位、

潮位偏差とも高いレベルにあることが分かる。 

 

 

（１） ２月の潮位（T.P.基準） 

 

 

（２）２月の潮位偏差 

 

図 1.3-3 佐渡の観測潮位（気象庁） 
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（１） ２月の潮位（T.P.基準） 

 

 

（２）２月の潮位偏差 

 

図 1.3-4 富山の観測潮位（気象庁） 
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 次に、新潟西、伏木富山の観測潮位を図 1.3-5、1.3-6 に示す。 

 

 

図 1.3-5 新潟西の観測潮位（港湾局より） 
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図 1.3-6 伏木富山の観測潮位（港湾局より） 
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中山委員より 
 
入善の災害の再現に関して 
 今回の波浪及び潮位には以下に特徴がある。 
（１）日本海全域で連風したことによって、波浪が異常に発達した。 
（２）関連して、周期も長くなった。特に富山県の領域で周期の長い波浪となった。波浪

の周期別成分を見ると、15～30 秒までの波浪成分が伏木富山（2/24,14:00）で最大 2.88m
となっており、波浪も長周期側にシフトしていることがわかっている。 
（３）潮位も気圧低下、吹き寄せ等により高めに推移した。 
（４）潮位の記録から、数分から数十分の長周期波が発現していた。2/24 の区間統計で有

義波高換算すると 0.27m 程度となった（スペクトル積分値から算出 H1/3=4.01*sqrt(m0)）。
この値は約１日間のデータから求めたものであり、長周期波の大きな時間帯ではこれ以上

となっていると予想される。 
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図 1.3-7 伏木富山の水位変動(2/24) 
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図 1.3-8 潮位変動を除いた伏木富山の水位変動(2/24) 
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図 1.3-9 伏木富山水位変動（潮汐周期以下） 
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（３）観測波浪の整理 

先ず、日本海側の NOWPHAS 観測地点の最大有義波発生時刻、最大有義波高および周期

の分布を図 1.3-11 に示した。これをみると、留萌～石狩新港～瀬棚、深浦～酒田とうねり

性の波浪が伝播しているような傾向がみられる。逆に、新潟沖や直江津は、これらのうね

り性波浪より早くピークが来ており、北方からのうねりだけでなく風波の影響も考えられ

る。 
また、各 NOWPHAS 観測地点で観測された波浪の有義波高と有義波周期の経時変化図を

図 1.3-12(1)～(3)に示す。また、波向一覧を表 1.3-3 に示す。 
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図 1.3-11 日本海の各観測点におけるピーク高波の位相と波高・周期分布（港湾局より） 
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図 1.3-12(1) NOWPHAS で観測された有義波の経時変化図（港湾局より） 



 22

 
図 1.3-12(2) NOWPHAS で観測された有義波の経時変化図（港湾局より） 
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留萌 石狩新港 瀬棚 新潟沖 直江津 金沢 福井 柴山 鳥取 浜田 藍島 玄界灘
2008/2/20 0:00 WSW NW WSW ESE WNW NNW NW NNW W NNE NNW SE
2008/2/20 1:00 NNE WNW WSW NW WSW NNW NW WNW NW N
2008/2/20 2:00 WSW WNW WSW NNW SW W NNW WNW N NW NNE
2008/2/20 3:00 WSW WNW WSW WNW SW SW WNW WNW NW N
2008/2/20 4:00 WNW WNW WSW NNW NW W NW WNW W WNW NE
2008/2/20 5:00 WSW WNW WSW W NW W NW N NW ENE
2008/2/20 6:00 W WNW WSW W WSW NW WNW WNW NW NW ENE
2008/2/20 7:00 W WNW WSW WNW NW WNW NNW WNW NNW ENE
2008/2/20 8:00 W NW WSW W NNW NW NNW N NW NNW NE
2008/2/20 9:00 W WNW W W WSW NW NNW WNW ENE

2008/2/20 10:00 WSW NW W W W W WNW WNW WNW NW NE
2008/2/20 11:00 WSW WNW W W W W NW WNW WNW E
2008/2/20 12:00 N W W W W NW NW W NW WNW W
2008/2/20 13:00 N W W W WSW W NW WNW NNW SSE
2008/2/20 14:00 WSW WNW W W W W WNW WNW NNW NW SE
2008/2/20 15:00 WSW WNW W NW WNW WNW NW SE
2008/2/20 16:00 WSW WNW W W W WNW WNW NW NW NNW
2008/2/20 17:00 WSW WNW W W W NW WNW NW NNE
2008/2/20 18:00 WNW W SSW W NW NW NNW WNW WNW NW NNW
2008/2/20 19:00 WSW NW W NNW NW NNW WNW NNW W
2008/2/20 20:00 WSW NW W ESE WNW WNW NW NNW NNW NNW NW NNW
2008/2/20 21:00 WSW WNW W NW NW WNW NNW N NW NNW
2008/2/20 22:00 W NW W NW NW WNW WNW NNW NNW N NNW NNE
2008/2/20 23:00 W WNW W NW WNW NNW NNW NNW N
2008/2/21 0:00 W WNW W NW WNW WNW NNW NNW NNW NNW NNW
2008/2/21 1:00 WSW E W WNW WNW NW NNW NNW NNW N
2008/2/21 2:00 SW WNW W NNW W NNW NW NNW NNW NW NNE
2008/2/21 3:00 WSW WNW W NW NW NW NNW N NNW N
2008/2/21 4:00 WNW WNW NNW NNW W NNW NNW NNW N NNE
2008/2/21 5:00 NW WNW W NNW NW WNW NNW NNW NNW N
2008/2/21 6:00 NW NW W NNW NW WNW NNW NW NNW NNW N
2008/2/21 7:00 NW NNW W NNW NW WNW NNW NNW NNW NNW
2008/2/21 8:00 NNW NNW W NNW NW NNW NNW NW NNW NNW N
2008/2/21 9:00 NNW NNW W NW NW NNW NNW NNW NNW N

2008/2/21 10:00 NNW NNW W NW NNW N NNW N NNW NW N
2008/2/21 11:00 NNW W NW NW NW N N NW N
2008/2/21 12:00 NNW NNW W NW NE NNW N N NNE NW N
2008/2/21 13:00 NNW NW W NW NNW NW N NNE NW N
2008/2/21 14:00 WNW W NW NW NNW N N N NNW N
2008/2/21 15:00 WSW WNW W NW NNW N N NNW NNE
2008/2/21 16:00 WNW WNW NW NNW NNW NNE N N NNW NNE
2008/2/21 17:00 WSW WNW WNW NW NNW NNW N NNW NNW NNE
2008/2/21 18:00 WSW WNW W NNW NW NW NNW N N NNE NNW N
2008/2/21 19:00 W NNW W NW NW NNW NNW N NNW NNE
2008/2/21 20:00 WSW WNW WNW NW NW NW NNW N N N NNW NNW
2008/2/21 21:00 WSW WNW W NW NNW NNW N N NNW NNE
2008/2/21 22:00 W NNW WNW NW NW NW NNW N N NNE NNW WNW
2008/2/21 23:00 W NNW W NW NW NNW N N W NNE
2008/2/22 0:00 W WNW W NNW NW NNW NW NNE N NNE W NNE
2008/2/22 1:00 WSW WNW W NW NNW NNW NNE NNW WNW S
2008/2/22 2:00 WNW W NNW NNW NNW N N NNE W NNE
2008/2/22 3:00 WNW W NNW NW NNW N N WNW S
2008/2/22 4:00 WSW WNW W NNW NNW N N N NW W NNE
2008/2/22 5:00 WNW W NNW NNW NNW NNE N WNW N
2008/2/22 6:00 WSW WNW W NNW NNW NNW N N SW WNW NNE
2008/2/22 7:00 WNW W NNW NNW N N NNW W NNE
2008/2/22 8:00 WNW W NNW NW N NNE N WNW WNW NNE
2008/2/22 9:00 NW W NNW NNW NNW NNE N W NNE

2008/2/22 10:00 WSW WNW W NW NNW NW NNE WNW WSW NW N
2008/2/22 11:00 N WSW NW WNW NNW WNW WNW W NE
2008/2/22 12:00 WNW WSW W WSW NNW WNW WNW WNW W N
2008/2/22 13:00 NNE WSW W SW NW WNW WNW N
2008/2/22 14:00 SW WSW W WSW WSW NNW WNW NE W NNE
2008/2/22 15:00 WSW WSW W WSW W WNW WNW WNW NNE
2008/2/22 16:00 WSW WSW W WSW W NW WNW W NNW NE
2008/2/22 17:00 WNW WSW WNW WNW W NW WNW E NNW
2008/2/22 18:00 NNE WSW W WNW WNW WNW WNW WNW WNW WNW
2008/2/22 19:00 NNW WSW WNW NW NW NNW NNW NNW ENE
2008/2/22 20:00 WNW WSW WNW NW W NW NW NNW W WNW NW
2008/2/22 21:00 WNW WSW NW W NW NW NW NNW ENE
2008/2/22 22:00 SW WNW SW NW NW W NW NW NNW NW WNW W
2008/2/22 23:00 WSW WNW WSW NW W WNW NNW NW N E

表 1.3-3(1) ナウファスで観測された波向（2 月 20 日～2 月 22 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※空白は欠測（ただし，新潟沖の観測は毎偶数正時毎） 
 



 24

留萌 石狩新港 瀬棚 新潟沖 直江津 金沢 福井 柴山 鳥取 浜田 藍島 玄界灘
2008/2/23 0:00 WNW NW WSW NW WNW WNW NNW NW WSW WSW WNW
2008/2/23 1:00 NNE WNW WSW NNW WNW W NW WNW W ENE
2008/2/23 2:00 WNW WNW WSW NW WNW W NW NW NW NW WNW WNW
2008/2/23 3:00 SW WNW WSW WNW W NW WNW WNW WNW WNW
2008/2/23 4:00 WNW WSW NW NW WNW NE N WNW WNW WNW NW
2008/2/23 5:00 W WSW WNW WNW W N WNW WNW W
2008/2/23 6:00 WNW WSW SSW NW W WSW N WNW W W WNW
2008/2/23 7:00 WNW W NW W WNW WNW WNW WNW W
2008/2/23 8:00 NNW W ENE WNW WNW WNW NW WNW W
2008/2/23 9:00 NNW NNW WNW WSW WNW WNW NW NW

2008/2/23 10:00 NNW NNW WNW NNW W W W WNW WNW WNW WNW W
2008/2/23 11:00 NNW NNW NW WNW WNW WNW NNW
2008/2/23 12:00 NNW NNW NW WNW W WNW NW WNW W
2008/2/23 13:00 NNW NNW NW NW WNW W NNW WNW WNW NNW
2008/2/23 14:00 NNW NNW NW NW WNW NW W NW NNW NNW NW WNW
2008/2/23 15:00 NNW NNW NW NW WNW W NW WNW NW N
2008/2/23 16:00 NNW NNW NW NW WNW NNW N NNW NW NNE
2008/2/23 17:00 NNW NW WNW WNW NNW NNW NNW NNE
2008/2/23 18:00 NW WNW WNW NNW NNW NW NNW W
2008/2/23 19:00 NNW NNW NW NW NW NNW NNW NNW NNE
2008/2/23 20:00 NNW NNW NW NNW NW N NNW NNW NNW NNE
2008/2/23 21:00 NNW NNW NW NE NNW NNW N NNW N
2008/2/23 22:00 NNW NNW NW NW NNW NNW N NNW NNW N
2008/2/23 23:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW NNW NNW NNW NNE
2008/2/24 0:00 NNW NNW NW WNW NW N N NNE NNW N
2008/2/24 1:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW N NNW NNE
2008/2/24 2:00 NNW NNW NW NE NW NNW N N NNW N
2008/2/24 3:00 NNW NNW NW NW NW NNW N NNW NNE
2008/2/24 4:00 NNW NNW NW NW NNW NNE NNW NNE
2008/2/24 5:00 N NNW NW NNW NW NNW N NNW N
2008/2/24 6:00 N NNW NW NNW NNW NW NNW N NNW N
2008/2/24 7:00 NNW NW NNW NW NNW N N NNW N
2008/2/24 8:00 NNW NW NNW NNW N N NNE NW N
2008/2/24 9:00 NNW NNW NW NNW NW NW N NNW NNW NNE

2008/2/24 10:00 NNW NNW NW NNW NW NW N NNW NNE NW NNE
2008/2/24 11:00 NNW NNW NW NNW NW NNW N N NW NNE
2008/2/24 12:00 NNW NNW NW NNW NW NNW N NNW N NNW NNE
2008/2/24 13:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW N N NNW
2008/2/24 14:00 NNW NNW NW NNW NNW NW NNE NNW N NNW N
2008/2/24 15:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW N NNW NNW NNE
2008/2/24 16:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW NNE N NNW N
2008/2/24 17:00 NNW NW NNW NNW NNW NNE NNW N
2008/2/24 18:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW N N NNE NNW N
2008/2/24 19:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW N N NNW NNE
2008/2/24 20:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW NNE N N NNW NNE
2008/2/24 21:00 NW NNW NW NNW NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/24 22:00 NNW NNW NW N NNW NNW NNE N N NNW NNE
2008/2/24 23:00 NNW NNW NW N NNW NNW NNE N NNW NNE
2008/2/25 0:00 NNW NW N NNW NNW NNE N N NW NNE
2008/2/25 1:00 NNW NNW NW NNW NNW NNW NNE N NNW N
2008/2/25 2:00 NW NNW NW NNW NNW NNW NNE N N NNW NNE
2008/2/25 3:00 NNW NNW NW NNW NNW N NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 4:00 NNW NNW NW N NNW NNW NNE N N NNW NNE
2008/2/25 5:00 NNW WNW NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 6:00 NNW NW NNW NNW NNW NNE N NNE NNW NNE
2008/2/25 7:00 N NW N NNW NNW N N NNW NNE
2008/2/25 8:00 NNW WNW N NNW NNW NNE N NNE NNW NNE
2008/2/25 9:00 NNW WNW NNW NNW NNW NNE N NNW NNE

2008/2/25 10:00 NW WNW N NNW NNW NNE N NNE NNW NNE
2008/2/25 11:00 NNW WNW NNW NNW NNE NNE NW NNE
2008/2/25 12:00 N WNW NNW NNW NNW NNE NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 13:00 N WNW N NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 14:00 N WNW NNW NNW NNW N NNE NNE N NNE
2008/2/25 15:00 WNW WNW NNW NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 16:00 NW WNW NNW NW NNW NNE NE N NNW NNE
2008/2/25 17:00 NW WNW NW NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 18:00 W WNW WNW NNW NNW NW NNW NNE NNE N NNW NNE
2008/2/25 19:00 W NW W NW NNW NNW N N NNW NNE
2008/2/25 20:00 W NW W NNW NNW N NNE NNE NNE NW NNE
2008/2/25 21:00 W WNW W NW NNW NNW NNE NE NW NNE
2008/2/25 22:00 W NW W NW NNW NNW NNE NNE NNE NNW NNE
2008/2/25 23:00 W NW W NW NNW NNW NNE NNE NW NNE

表 1.3-3(2) ナウファスで観測された波向（2 月 23 日～2 月 25 日） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※空白は欠測（ただし，新潟沖の観測は毎偶数正時毎） 
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留萌 石狩新港 瀬棚 新潟沖 直江津 金沢 福井 柴山 鳥取 浜田 藍島 玄界灘
2008/2/26 0:00 WNW WNW W NNW NNW NW NNW N NNE NNE NNW NNE
2008/2/26 1:00 WSW WNW W NNW NNW NNW NNE NNE NNW NNE
2008/2/26 2:00 W WNW W NNW NNW NNW N NNE NNE NNW NNE
2008/2/26 3:00 WSW NW W NNW NNW N N NNE NNW NNE
2008/2/26 4:00 WNW W NNW NNW NNW NNW NNE NNE NNE NW NNE
2008/2/26 5:00 W WNW W NNW NNW N N NNE N NNE
2008/2/26 6:00 WSW WNW W NNW WSW NNW NNE NNE NNE NNW NNE
2008/2/26 7:00 WSW WNW W NNW WSW NNW N NE NNE
2008/2/26 8:00 W WNW WNW N WSW N N NNE NNE NE NNE
2008/2/26 9:00 W NW W NNW WSW SW NNE NE N NNE

2008/2/26 10:00 WNW W ESE N W WSW NNE NNE NNE N NE
2008/2/26 11:00 WSW WNW W WNW W W NNE NNE WSW NNE
2008/2/26 12:00 WSW WNW WSW W WSW W NE NNE W WNW NNW
2008/2/26 13:00 WNW W NNW WSW NNW NNE N WNW WNW
2008/2/26 14:00 WSW WNW W NNW WSW WNW ENE NNW WNW SSE
2008/2/26 15:00 WSW WNW WSW NNW WSW NNE E NW WNW
2008/2/26 16:00 WSW WNW WSW NNW WSW W NNW ENE N WNW NNW
2008/2/26 17:00 WSW WNW WSW WNW W SW NNW ENE NW NNW
2008/2/26 18:00 W WNW WSW WNW WSW NNW NNW NNW NNE NW NNW
2008/2/26 19:00 N WNW WSW SSW W WSW NNW WNW NNW NNW
2008/2/26 20:00 WSW WNW WSW W SW WNW NNW WNW NNE NW NNW
2008/2/26 21:00 NNE WNW WSW W SW W NW NNW NW W
2008/2/26 22:00 W NW WSW W NNW W WNW NNW NNW NW NNW
2008/2/26 23:00 WSW W NNW

表 1.3-3(3) ナウファスで観測された波向（2 月 26 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※空白は欠測（ただし，新潟沖の観測は毎偶数正時毎） 
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伏木富山

直江津と伏木富山について NOWPHAS で観測された周期帯毎の波高の経時変化（速報

値）を図 1.3-13 に示す。直江津では、初期は短周期成分の波高が支配的だが、2/24 過ぎ

くらいから長周期成分波高が卓越してきており、風波とうねり性波浪の来襲に位相差が

あることが推定される。伏木富山では短周期成分と長周期成分の増幅が同時期に始まっ

ていることから、うねり性波浪が強く影響しており、エネルギーとしては長周期成分の

方が大きくなっていることが推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3-13 NOWPHAS で観測された周波数別波高の変化図（直江津，伏木富山） 
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田中，石田で観測された波浪を図 1.3-14(1)，(2)に示す．なお、田中観測所の波浪データ

は、24 日のピーク時には超音波波高計データが欠測しており、水圧式波高計データから補

完した値である。田中では最大有義波高 6.62m、周期 13.9s を記録している。 
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図 1.3-14(1) 田中（2 月 23 日～2 月 25 日）(河川局より) 
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図 1.3-14(2) 石田（2 月 23 日～2 月 25 日）（河川局より） 
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（４）富山湾内の流れについて 
日本海の能登半島東側では、台風や発達した低気圧により度々強い海流（急潮）が発生

することが報告されている。2 月 23 日から 24 日にかけても、九州大学応用力学研究所が

開発した海洋循環モデル RIAMOM による計算によると、富山湾中央部で 60cm/s にも達す

る南向きの流れが発生している。また、流れの変動周期は富山湾周辺の慣性振動周期に近

い約 20 時間程度であった。 
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図 1.3-15(1) 流動計算結果 

（九州大学応用力学研究所による日本海海況予報実験より） 
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図 1.3-15(2) 流動計算結果 

（九州大学応用力学研究所による日本海海況予報実験より） 
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図 1.3-16 富山湾中央部における海洋表面の海流の南北成分 
（九州大学応用力学研究所による日本海海況予報実験より） 
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２．１ 今回の被災波の特性 

波浪観測資料に基づく今回の擾乱の高波分布は以下の通りである。 
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９月～４月

年に約３回程度

12～３月に多く発生

間宮海峡から北海道西方海上

気圧配置 西高東低（冬型気圧配置）

風 北ないし北東の強風

発生波 風波 北海道西方海上の強風域で発生

日本海を南下     　　　　→ 富山湾他

１日程度

低気圧通過後，半日から１日遅れ

風速小さい

海象 静か 波浪小さい

進入波 日本海を南下してきた伝播波 富山湾湾口等より入射（波向：N～NE）

深海波の性質

エネルギー損失少の伝播に格好の条件

深海域から浅海域への侵入　→波高の増加

複雑な等深線による屈折　　→波エネルギー収束，発散

波高：３～５m程度

周期：10～12s程度

氷見，新湊，入善，滑川

庄川，神通川，常願寺川河口近くの沿岸

うねり性の大波

穏やか

複雑な地形による局所的な高波

海域

湾内の水深が深い

発生時

発生波

寄り回り波：富山湾他で発生する波（時間遅れの異常波）

うねり
海象

発生時期

発生回数

発生頻度

発生源

気象

伝播波

主な発生場所

気象

海象
湾内特性 地形の影響

２．２ 寄り回り波等の特性と過去の事例 

 既往の文献を調査することによって，寄り回り波等の特性（発生機構及び性質）をまと

めた結果を表 2.2-1 に示す．また，このとりまとめに用いた文献の要旨を，参考資料１に収

録した． 
 

表 2.2-1 寄り回り波等の特性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 財団法人日本気象協会(1989)：気象海象要覧 日本海 主として北陸海域 

(2) 磯崎一郎（発行年不明）：波浪学入門，財団法人日本船舶職員養成協会 

(3) 磯崎一郎・齋藤勝也(1991)：日本海の波浪特性，財団法人日本気象協会 

(4) 内藤信二・歌川紀之・西村仁嗣・武若聡(1999)：日本海沿岸における寄り回り波の性状に関する研究，土木学会題

54 回年次学術講演会論文集 

(5) 国土交通省北陸地方整備局(1997)：けんせつほくりく，No336，1997 年 12 月号   

(6) 富山地方気象台の資料（参照されている HP のアドレスは，現在存在しない） 

 
取りまとめ結果によると，一般的な寄り回

り波の周期は 10～12 秒程度であるが，今回

来襲した寄り回り波の周期は伏木富山で

14.2 秒と長く，このことから，今回の寄り回

り波が，従来の寄り回り波と比較しても特異

な現象であったことが推察できる． 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

【http://www.city.shinminato.toyama.jp/weather/harou/help/nami.htm より抜粋】 
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番号 年(西暦) 年(元号) 日付 災害発生地域 内容
1 1926 昭和2 12月19日
2 1927 昭和3 12月24日
3 1929 昭和4 1月2日
4 1935 昭和10 11月12日
5 1949 昭和24 2月16日
6 1951 昭和26 11月27-28日
7 1955 昭和30 10月8-9日
8 1961 昭和36 1月26-27日
9 1962 昭和37 1月22-23日

10 1963 昭和38 1月7-8日 富山湾沿岸一帯 半壊,浸水
11 1965 昭和40 12月13日
12 1970 昭和45 2月1-2日 朝日,入善,黒部,滑川 半壊,浸水
13 1972 昭和47 12月1-2日 朝日,滑川,氷見 全壊
14 1979 昭和54 3月31日 滑川
15 1991 平成3 2月16日 滑川 浸水
16 2008 平成20 2月24日 朝日,入善,黒部入善 損壊,浸水

1～10 ： 富山地方気象台「昭和38年異常気象報告1号」，北出正清「中央気象台海洋報告，2巻4号，1952）
11～16 ： 富山県地域防災計画資料

 富山湾で過去に発生した寄り回り波による被災事例を表 2.2-2 に示す． 
 

表 2.2-2 過去に発生した寄り回り波による被害 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 1

 

 

 

 

 

参考資料１ 寄り回り波について 



 1

【参考】 
永井ら(2002)： 切れ目のない連続観測とスペクトル周期帯表示による全国沿岸の長周期波

観測情報システム，海洋開発論文集 18 巻 
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寄り回り波等の特性（発生機構及び性質）のまとめに用いた文献の要旨 

 

既往文献において寄り回り波についての記述がある箇所の一部を抜粋して示し，その発

生要因や特性等について記述されている部分を赤文字で表す． 
 
（1）「気象海象要覧」より 

富山湾は，西方に能登半島を控えた袋状の湾になっており，この地形が，冬季季

節風による北西からの波浪を遮断しているために，他の日本海沿岸に比べて，波も

少なく概して平穏な海域になっている．ところが，北～北東の方向から侵入してく

る波浪に対しては，逆に地形的条件が悪く高波が発生する原因となっている．富山

湾では，毎年 12 月～4 月頃に，低気圧が通過して風や風浪が治まり，海面が静かに

なった頃に突如として周期 10～12 秒，波高 3～5m 程度のうねり性の大波が沿岸を

襲い，海難や海岸浸食のみならず海岸災害の主要因になっている．そして，富山湾

におけるうねり性の大波を寄り回り波と呼んでいる．寄り回り波は，時間遅れの異

常波浪として考えられる．富山湾以外の日本海沿岸でも時間遅れの波は存在するが，

一般に冬季は常に海が荒れていて，大きな波浪が沿岸に押し寄せているために，富

山湾のように，静かな沿岸に大きなうねりが押し寄せるといった顕著な現象はあま

り見られないようである．その意味において，寄り回り波は富山湾固有の波とも考

えられる．寄り回り波は，過去 10 年間において，年に約 3 回の割りで発生しており，

その度に富山湾沿岸で，漁船の転覆，沿岸構造物の破壊等の災害をもたらしている．

月別に見ると表 2.2 に示すように 9 月から 4 月にかけて発生しており，特に 12 月，

1 月，3 月に多く発生している．12 月，１月に多いのは，西高東低型の気圧配置によ

るものと考えられる．3 月に多いのは東支那海で発生した低気圧が発達し，日本海を

通過し，北海道の東側付近で停滞することによるものと考えられる．そして，主た

る海難発生地区が，富山湾沿岸の中でも，氷見，新湊，入善，宮崎，滑川などに集

中していることから，寄り回り波が富山湾沿岸に一様に来襲するのではなく，限定

された沿岸に大きな波が押し寄せると言う性質があることが分かる． 
 

表 2.2 寄り回り波月別発生状況 
 
 

【気象海象要覧 p.236 より抜粋】

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年

発生回数 5 2 6 1 0 0 0 0 1 3 2 7 27

発生年(%) 18.5 7.4 22.2 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 11.1 7.4 25.9 100
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寄り回り波の発生機構に関しては，次のような考え方がある． 
（1）初冬から春先にかけて，日本付近は西高東低型の気圧配置となる．そして，低気

圧が日本海を通過して，北海道東方海上で発達停滞したとき，間宮海峡から北海

道西方海上にかけて気圧傾度が異常に強まり，北ないし北東の強風が連吹する．

（図 2.1）この強風により発生した風浪がうねりとなって日本海を南下し，富山湾

に入って寄り回り波となる． 
（2）冬季卓越する北西の季節風で生成された風浪が能登半島で回折して湾内に入り，

これが（1）の北～北東のうねりと干渉して高波となる． 
（3）低気圧性気象擾乱の通過に伴う広範囲の海面隆起により，日本海規模の海面振動

が生じ，この影響で富山湾に高波が発生する． 
（4）富山湾に入るうねりは，湾が深いためエネルギーを失うことなく海岸に到達する．

深水域から急に浅水域に入ると，波は変形して波高を増す（Shoaring 効果）が，

これが局地的な高波である寄り回り波の原因である． 
（5）海岸付近の海底地形は大陸棚の発達が貧弱で，特に富山湾の東側においては大陸

棚が狭い．この狭い大陸棚を縁取る大陸斜面には，大小多数の海底谷が発達し，

深い湾床まで急傾斜となっている場合が多い．富山湾に侵入する波がこのような

海岸に近付くと屈性，回折，反射，干渉，砕波という種々の変形を受ける．発現

場所に強い地域性を持つ寄り回り波はこの海岸過程による高波である． 
 

 
 

図 2.1 日本海北部の低気圧が発達（寄り回り波 発生時の事例天気図） 
 
以上のような種々の要因により，寄り回り波が発生すると考えられるが，寄り回

り波は年に数回程度しか発生せず，観測データも少ないことから，その発生機構に

ついては，十分に解明されていない点も多い． 
 
 

【気象海象要覧 p.237 より抜粋】
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（2）「波浪学入門 磯崎一郎 著」より 

波の屈折によって局所的に波高が増し，災害を蒙る例は少なくありませんが，代

表的な 1 例として富山湾の寄り回り波を紹介しましょう．富山湾は三方を陸に囲ま

れ，袋状になっているので，年間を通して穏やかな日が多く，季節風が卓越する冬

季と言えども，他の日本海沿岸の波に比べれば波高はきわめて低い．ところが，北

ないし北東の方向から進入する波は，湾の奥でも相当高い波となって押し寄せ，漁

船の遭難や海岸施設の損壊などの被害を起こすことがあります．このような波が起

こる一つのケースは，台風や低気圧が発達しながら本州の南岸沿いに東進する時や，

あるいは移動性高気圧の前線が富山湾にさしかかったような時に湾上で北東風が強

まり，高波を発達させる場合です．この場合の波は風波で，周期 10 秒未満です．こ

れは風が止むとまもなく減衰します．もう一つのケースは，日本海北部で発生し発

達した風波が伝播し，うねりとなって富山湾に進入する場合です．これは毎年 12 月

頃から 4 月頃にかけて，低気圧が北海道付近を通過し，東方に去って，風や風波が

おさまり，海も静かになった頃に，突如として周期 10 から 12 秒，波高 3～5m 程度

の大波が襲ってくるものです．この波は富山湾沿岸で一様に高まるのではなくて，

特に氷見，新湊，入善，滑川など限定された海岸で高まる性質があるので「寄り回

り波」という言葉で呼んでいます．ところで，富山湾の海底地形を見ると図 4.4 に示

すように，湾内は一般的に深く，100m の等深線が中部から西部にかけては海岸から

2km ないし 5km の沖合にあり，東部では約 1.5km 沖合を走っています．また，図

から見られるように，海岸線の形状は緩やかに湾曲して比較的平滑ですが，海中に

は 19 個所に海底谷が存在し，海岸近くの等深線は複雑な構造を示しています． 
 

 
 

図 4.4 富山湾南部の等深線図 
 
 

【波浪学入門 p.8 より抜粋】 
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湾が全体的に深いため，湾内に進入したうねりは海岸近くまで深海波の性質を持

って接近し，岸から 2 ないし 5km の沿岸域内で複雑な等深線による屈折を起こし，

波エネルギーの収束する場所と発散する場所がそれぞれの海底谷付近で生じ，結果

的に波高の局所的分布が複雑になります．このように，波の進入方向や周期が変わ

ると波エネルギーが収束する場所が変化しますから，進入波の性質が時間的に変化

する場合には高い波が出現する海岸も時間的に移動することがあり，これが寄り回

り波の名前の由来です． 
 
（3）「日本海の波浪特性 磯崎一郎 著」より 

台風や低気圧が本州の南岸を通過する場合，あるいは移動性高気圧の前縁が富山

湾にさしかかった場合などに富山湾上で北東風が強まり高波が発生する．この場合

の波は風浪で，周期は 10 秒未満である．風波は風が止むと間もなく減衰する．第 8.1
表の中で周期 10 秒以上の波浪は湾外から侵入してきたうねりで，日本海北部で発生

した風波が伝播してうねりとなって富山湾に入ったものである．この種のうねりで，

海岸に到達して局所的に異常に高まり波浪害を引き起こすような高波を「寄り回り

波」と呼んでいる．北出（1950）によると，寄り回り波の発生源は間宮海峡から北

海道西方にかけての海域であり，北ないし北東の強風によって発達した波浪がうね

りとして伝播したものであろうと推論している．富山湾で寄り回り波が発生した時

の約 12 時間前の天気図を調べると，いずれも顕著な冬型の気圧配置で，北海道ある

いはその東に非常に発達した低気圧が存在し，大陸高気圧との間で気圧傾度が急峻

になっている．しかもこの型が 12 時間以上継続し，間宮海峡から北海道の西の海上

にかけて北ないし北東の強風が連吹している．磯崎ら（1971,1972）は波浪データの

スペクトル解析により，寄り回り波と考えられるうねり性の波の存在を確認すると

同時に，波浪の数値モデルを用いてシミュレーションを試みた．計算結果は観測値

とかなりよく合っており，上に述べた寄り回り波の発生機構が合理的であることを

述べている． 
 

第 8.1 表 新湊の最大高波が 3m を越えた日と一般風の風向き 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【日本海の波浪特性 p.102 より抜粋】 

年 月 日 Hmax(m) Tmax(s) 風向

1979 1 12 3.30 8.5 NNW
2 23 3.55 6.0 NE
4 1 3.25 14.0 - ｳﾈﾘ

10 1 3.15 6.0 NNE
10 7 3.90 5.0 NE
11 24 3.65 6.5 NE
12 12 3.30 10.0 - ｳﾈﾘ

1980 1 13 3.20 6.5 NE
3 22 3.85 6.0 NE
9 26 3.05 5.0 NE

1981 5 30 3.05 11.0 - ｳﾈﾘ
8 5 3.05 5.0 N

12 2 4.15 10.5 - ｳﾈﾘ
1982 1 30 3.00 12.0 - ｳﾈﾘ

2 4 3.35 7.0 NE
8 2 4.05 9.0 NE
9 13 4.30 9.5 ENE

10 8 3.45 7.0 NE
12 6 3.05 6.0 N
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（4）「土木学会第 54 回年次学術講演会 Ⅱ－36 

日本海沿岸における寄り回り波の性状に関する研究 内藤ら 著」より 

富山湾では「寄り回り波」と呼ばれる高波による被害が頻繁に起きている．「寄り

回り波」は通常の風浪と異なり，現地付近の気候が穏やかな時にも発生するのが特

徴である．「寄り回り波」は，日本海北部で発生した風波がうねりとして伝播し，富

山湾の複雑な地形により局所的に高い波となって来襲する現象と考えられているが，

その発生機構や性状について不明な点も残されている．本研究では，富山湾沿岸部

で得られた波浪観測データの解析により「寄り回り波」の性状を分析し，また，波

浪推算法を用い「寄り回り波」が富山湾に到達するまでの過程の追跡を試みた．現

地からの報告によると 1998/3/8 に「寄り回り波」の来襲があった．3/8 の波浪は，

田中海岸で計測された風速が小さいことを考えると，現地付近で発生した波浪でな

いと推測される．図－4 は 3/7 9:00 の気圧配置を示したものであるが，北海道付近に

発達した低気圧が滞在しており，等圧線の傾きから判断すると北海道西方海上では

北寄りの風が吹いていた．これより 3/8 の波浪はこの時に発生した風波が一日程度の

遅れの後，富山湾に侵入してきたうねり性の波である可能性が高い． 
 

 

 
図－4 気圧配置図（1998/3/7 9:00） 

 
外洋から侵入してきたうねりと富山湾付近で発生した風波では，それぞれ波高・

周期の結合分布が異なると考えられる．図-5 に有義波の Hs と Ts の関係を示す．波

高が比較的小さい時にはデータのばらつきが大きく明確な相関関係は確認できない

が，波高がある程度大きくなると図中の線 A，B で示す，2 種類の相関関係が見られ

る．図中の線 A はうねりに対応し，線 B は風波に対応すると考えられる．図-6 に 3/8
と 4/2 の周波数スペクトル経時変化の比較を示す．3/8 のスペクトルはピークが

0.09Hz の位置に見られ，第 2 のピークが 0.18Hz に表れている．これはバンド幅の

狭いスペクトルを持つうねりが入射したことにより形成された高調波であると考え

られる．4/2 のスペクトルはピークが 4/1 18:00 から 4/1 22:00 にかけて成長，4/2 6:00
には減少しており，これは風波のスペクトルを表していると考えられる． 

 

【土木学会第 54 回年次講演会 p.73 より抜粋】 
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（5）「けんせつほくりく 北陸地域講座 吉田清三 著」より 

「寄り回り波」とは，強烈な低気圧が日本海を通過した後に起こるもので，津波

型の激浪のこと．この高波は，発生する場所が分からないため，襲来が予知しにく

く，そのため古来より数多くの被害を引き起こしてきた．明治時代には，この「寄

り回り波」は日本海の北西（沿海州方面）から富山湾に回って入ってきた激浪だと

思っていたのかも知れない．ところで，この浪源については，伏木測候所が昭和十

年十一月富山日報に「富山湾の浪害は北海道の旋風次第で北海道の激浪がうねって

回って来たもので，池の波紋が意地悪く岸に届いた理屈である．」と，極めて，説得

力のある表現で「浪源は能登北西ではなく北海道西方海上にある」ことを明言して

いる．以来，本校研究グループも波資料の解析や航空機による追跡調査で，これを

確認，発表し，今ではこの考え方がすっかり定着しているようだ． 

 

  
 

 

 

 

【土木学会第 54 回年次講演会 p.73 より抜粋】 【土木学会第 54 回年次講演会 p.73 より抜粋】 

【けんせつほくりく No.336 1997-12 p.3 より抜粋】 

図－5 波高・周期相関図 図－6 伏木港の周波数スペクトル経時変化(3/8vs4/2) 
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（6）「富山地方気象台 寄り回り波に関する資料」より 

富山湾は，西方に能登半島を控えた袋状のため，北西の季節風が卓越する冬期で

も，能登半島が自然の防波堤となり，外海に比べて概して平穏です．しかし，北か

ら北東方向の開口部は，この方向からの高波の侵入が容易であるため，富山湾での

波浪害の多くは，この方向からの高波によって起こっています．富山湾の波浪害の

原因となる高波に，古くから寄り回り波と呼ばれる波があります．低気圧が発達し

ながら通過した後，富山湾の風や波が静まり，漁や浜辺での作業を開始しようとす

る頃に，突如として打ち寄せる波をいいます．不意をつかれるために被害も大きく，

古来より多くの悲惨な記録が残されています．この寄り回り波は，主に北海道西方

海上の海域で発生した波浪が，うねりとして富山湾に伝搬してきた高波です．冬型

の気圧配置となり，北海道あるいはその東方海上に非常に発達した低気圧があり，

北海道西方海上で強い季節風が長時間続くと，この海域では高波が発生します．こ

の高波がうねりとなって南南西に向かうわけですが，日本海から富山湾の奥にまで

のびる海域は 1000m 以上の深海域のため，うねりのエネルギーを減衰させることが

少なく，その伝搬に格好の条件を備えています． 
 

 
 
 

【http://www.city.shinminato.toyama.jp/weather/harou/help/nami.htm より抜粋】 
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「寄り回り波」は富山湾特有のうねり性の大波です．この波は 低気圧が去って，

半日から一日ほどたって，湾内の風が収まった後突如として来襲します．この波は

主に冬季に発生しますが，早いときには 10 月に発生したこともあります．強い冬型

の気圧配置になったときに顕著で，低気圧が日本海を通り北海道東方海上で発達を

続けると，北海道の西方海上では北よりの暴風が吹きます．この暴風が長時間続く

と，この海域では高波が発生します．この波がうねりとなって南へ伝わり，富山湾

に進入します．この波は，富山湾の地形と複雑な海底地形の影響を受け，さらに大

波となって沿岸へ打ち寄せます．とくに庄川，神通川，常願寺川河口近くの沿岸に

集中的に影響を及ぼすのが特徴です．気象台では波浪注意報・警報の中で「うねり

（寄り回り波）により波が高くなるでしょう」という表現を用いることにしていま

す．風が弱くても急に波が高くなることがありますので，海岸付近にいる人は十分

注意しましょう．暖冬といわれる年でも，個々の日を見ると強い冬型の気圧配置に

なることがあります．大雪，暴風，波浪警報など気象台の発表する気象情報に十分

注意しましょう． 
 

 
 

【富山新港における「寄り回り波」情報の一例】

【http://www.city.shinminato.toyama.jp/weather/harou/wmain.htm より抜粋】 

この情報は，（財）日

本気象協会北陸支店

が，北海道周辺海域の

天気図の等圧線配置

や気圧傾度等の情報

を基に，寄り回り波の

発生を予測し，発信し

ているものである． 
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参考資料２ 

 2008 年 2 月 24 日に発生した 

富山県内の高波のまとめ（気象庁）



1

1

2008年2月24日に発生した富山県内の高波のまとめ
【高波の状況とメカニズム】

◆富山湾沿岸に打ち寄せた高波は、観測によれば有義波高で6m超、最大波高で8m前後

◆高波の原因は主に次の2つ
・北海道西方海上の低気圧によって作られた高波が「うねり」として伝播
・伝播途中の強風による「風浪」の影響

（うねりに風浪が合成された、うねりと風浪の相互作用で高波が生成維持された、など）

◆周期が長い波のため浅海変形を受けやすく沿岸で波高がより高まった可能性

◆うねりが北方から富山湾に進入した点で「寄り回り波」と共通性

【当日の情報提供の状況】

◆現用の沿岸モデルは、富山湾を指向するうねり性の高波を予測

◆警報級の高波となることは認識されており、波浪警報が事前に発表された

【今後の方策】

◆高波のメカニズム解明等に取り組み、今後の予測技術の向上に活用

◆沿岸部の波浪について、予測精度のさらなる向上を目指す

◆速やかな情報提供を行うべく、今後も関係機関と協力して取り組んでいく

2

・富山湾沿岸での最大波高の経過

・富山湾沿岸での波浪周期の経過

・日本沿岸の高波の状況（沿岸波浪実況図より）

■ 高波の状況
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富山湾沿岸での最大波高の経過
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波浪計（●印）の水深

富山：20.0m （港湾局）

伏木：46.4m （港湾局）

富山湾沿岸に打ち寄せた高波は、観測によれば最大波高で8m前後であった。

波高のピークは、入善町付近で24日昼前と推定される（下図の田中）。
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富山湾沿岸での波浪周期の経過
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周期の定義

田中：平均波高の周期（河川局）

石田：平均波高の周期（河川局）

富山：有義波高の周期（港湾局）

伏木：有義波高の周期（港湾局）

高波の周期は、入善町付近で12秒前後と長い状態であった（下図の田中）。
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日本沿岸の高波の状況
（沿岸波浪実況図より）

2008年2月24日09時（日本時間）

・日本海中部に8m超の高波高域
（赤枠部分）が解析されている

・高波高域での波浪の周期は約13秒

・波の進行方向は北から南へ向かう方向
（⇒ が波の進む向き）

6

■ 高波のメカニズム

・富山湾の地形と波浪の特徴

・寄り回り波

・富山湾の波浪状況の時系列
（風と地形による波浪分布の推移）

・東経137.3°における1次元スペクトルの推移

・地点と時刻による波浪スペクトルの違い
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富山湾の地形と波浪の特徴

：災害発生地域

等値線は水深50m毎

• 富山湾は水深が沿岸ぎりぎりまで非常
に深い

• 特に被災した海岸の辺りは、海岸すぐ
近くまで水深が深く、急に浅くなって
いる。

（→浅水変形は起こりにくい）

• 能登半島の遮蔽のため、北西の季節風
では、一般的に波は高くならない。

• 従来、北西の季節風が止んでから、突
然高波が来るという、いわゆる「寄り
回り波」がしばしば発生してきた。

（MIRC 500m dataより作成)
等値線は水深100m毎

8

寄り回り波

寄り回り波のイメージ

（富山地方気象台）

◆寄り回り波は、北海道の西方海上で低気圧によって

作られた高波が１～2日して伝播してきたうねりによる、

と説明されている。（北出, 1952; 磯崎, 1972等）

◆富山湾の水深が深いので、波（うねり）は減衰されずに

沿岸まで到達する。

◆到達する波の周期が長いため、浅海部では地形の影響を

受けやすい。（磯崎, 1971）

◆季節風の吹き出しが止んで落ち着いたときに突然高波が

富山湾に押し寄せてくることがある。

安心した頃に不意打ちで来るので災害につながりやすい。

◆風の影響により、風浪が合成され高い波となることもある。
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富山湾の波浪状況の時系列

色調：波高(m) 黒線：周期(秒) 矢印：波向 矢羽：風速（長10kt、,短5kt）

■計算結果の概況

・北西の季節風が卓越した
23日夜は能登半島の遮蔽
により富山湾の波は低い。

・23日朝には強風は収まる
が、沖合いでは依然とし
て20kt程度の風が吹いて
おり、波も高い。

・24日朝頃より、波向が南
向きとなり、富山湾に
高波が到達するように
なった。

（風と地形による波浪分布の推移）

2008年2月23日09時 2008年2月23日15時 2008年2月23日21時

2008年2月24日03時 2008年2月24日09時 2008年2月24日15時

10
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（周波数ピーク・エネルギーが連続
的に変化しながら発達・減衰）

低周波数（長周期））のエネ
ルギーのみが卓越（うねり
性の波）

富山湾に到達した波

（不連続な周波数・エネルギーピークが存在し、
これを取り込んで発達・減衰）

ピーク周波数とスペクトル形状で見る発達の違い）
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地点と時刻による波浪スペクトルの違い

※スペクトル：

エネルギー密度（m2･s）：コンターは
10 （m2･s） 毎

角度：波の来る方向で定義

周期：最内側0秒 外側20秒

風速：kt単位

数値：周期(s)/波高(m)

風浪のみでスペクトルの方向
幅が狭い（10度付近に集中）

2月24日12時

2月24日03時

風浪（北北西）とうねり（北北東）が混
在し、スペクトル方向幅が広い

富山湾へは周期の長い
北成分のみ伝播

（富山湾直前までうねりと風
浪が合わさっている）

2月23日24時

（スペクトルの方向分布で見る波浪の特色）

12

■ 当日の情報提供の状況

・現用沿岸波浪モデルによる波浪予測

・富山地方気象台発表の注・警報から
波浪関連部分を抜粋
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現用沿岸波浪モデルによる波浪予測

2月23日09時初期値の
2月24日09時の予想図
（24時間予測）

・佐渡沖の海上に有義波高で9mを
超える高波高域を予測

・富山湾沖では7mの波高を予測

・周期は12秒前後と長い

・波の向きは概ね南向き

（沿岸波浪24時間予想図より）

14

富山地方気象台発表の注・警報から波浪関連部分を抜粋

月日 時分 西部北 東部南 東部北

2月23日 04時20分

２４日明け方までに波浪警報に切り替える
可能性がある
２３日昼前から２４日明け方にかけて
以後も続く
波高　５メートル

2月23日 12時09分 ２４日昼過ぎにかけて　以後も続く
ピークは２４日明け方
波高　４メートル

２４日明け方までに波浪警報に切り替える
可能性がある
２４日昼過ぎにかけて　以後も続く
ピークは２４日明け方
波高　５メートル

2月23日 16時25分 ２４日夕方にかけて　以後も続く
ピークは２４日昼前
波高　３メートル

２４日明け方までに波浪警報に切り替える
可能性がある
２４日夕方にかけて　以後も続く
ピークは２４日昼前
波高　５メートル

2月23日 18時45分 ２４日夜のはじめ頃にかけて　以後も続く
ピークは２４日昼前
波高　３メートル

２４日明け方までに波浪警報に切り替える
可能性がある
２４日夜のはじめ頃にかけて　以後も続く
ピークは２４日昼前
波高　５メートル

（（東部北の海では２４日夜のはじめ頃に
かけて、うねりを伴ってしける見込みで
す。高波に警戒して下さい。））

２５日明け方まで
ピークは２４日昼前
波高 ３メートル

２５日明け方まで
ピークは２４日昼前
波高 ３メートル

２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日朝
波高 ５メートル

（（富山県の海では２４日夜のはじめ頃にかけて、うねりを伴ってしける見込みです。高波に警戒して下さい。））
２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日朝
波高 ５メートル

２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日朝
波高 ５メートル

２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日朝
波高 ５メートル

 （（富山県の海では２４日夜のはじめ頃にかけて、うねりを伴ってしける見込みです。高波に警戒して下さい。））
２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日昼前
波高 ５メートル

２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日昼前
波高 ６メートル

２４日夜のはじめ頃まで
ピークは２４日昼前
波高 ６メートル

（（富山県の海では、２５日明け方までうねりを伴いしける見込みです。船舶などは高波に厳重に警戒して下さい。））
２５日明け方まで
ピークは２４日夕方
波高 ５メートル

２５日明け方まで
ピークは２４日夕方
波高 ６メートル

２５日明け方まで
ピークは２４日夕方
波高 ６メートル

2月25日 07時10分
２６日明け方まで
ピークは２５日朝
波高 ４メートル

２６日明け方まで
ピークは２５日朝
波高 ４メートル

２６日明け方まで
ピークは２５日朝
波高 ４メートル

2月24日 09時10分

15時38分2月24日

2月24日 04時10分

05時20分2月24日

：注意報
：警報

入善町、黒部市は「東部北」に属する
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資料５ 今後の高波浪特性検討方針



 1

 今後の日本海高波浪の特性を把握するための検討方針を以下に示す。 
 

① 沖波特性の波浪推算による把握 

  ・うねり性波浪の伝播と北西風による風波の影響の把握 
  ・過去の寄り回り波をもたらせたうねり性波浪と今回の被災波の比較 
 

北西風による風波

北方からのうねり性波浪

 

図-1 うねり性波浪の伝播と北西風による風波のイメージ 
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② 浅海波特性の数値計算による把握 

  ・被害が生じた漁港周辺の地形特性（半島や島などの遮蔽、急勾配海岸など） 
  ・被災時の水位上昇特性 
   （広域な海水面震動、潮位変動、長周期波、砕波による Wave Set-up など） 
 

鷲崎漁港

水津漁港

入善漁港海岸

漁港位置

各漁港の沖波位置

 

図-2 半島や島などの遮蔽 
 

 

図-3 海底谷が入り込んだ複雑な地形（富山県下新川海岸、黒部河川事務所 HP より） 
 
 



 3

③ ケーススタディーによる構造物への作用特性の把握 

  ・うねり性波浪による漁港施設等への外力の推定 
    新潟県：鷲崎漁港（防波堤）、水津漁港（防波堤） 
    富山県：入善漁港海岸（緩傾斜護岸、背後地への越波） 
 

  
鷲崎漁港（防波堤の被災）         水津漁港（防波堤の被災） 
 

  
入善漁港海岸（緩傾斜護岸の被災）      入善漁港海岸（越波による被災） 
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